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この九月十五日除目については 『山槐記』応保元 一一六一） 年九
月十五日条に記事がある。
有除目云々、 権中納言・ （藤ヵ）俊通宰相中将労、 超越公保 光忠、顕長、参議同親隆坊官労、少納言同資隆、右少弁藤長 五位蔵人






























































主計属惟宗範行（寮奏、信範申定付予） 、大蔵少丞中原親基（上西門院去年御給） 、主殿頭高階為清（自大殿令申給） 、釆女佑中原師季（父師元辞但馬権守申任、自院令申給） 、弾正少弼源保信（自院令申給） 、右京少進平家兼（女御殿去年給） 、左近将曹大石光賢（府奏） 、右近中将藤成親（還任、自院令申給） 、左衛門少志中原国景 府奏左兵衛少尉平信季（蔵人） 、少志藤時兼（府奏） 、左馬助藤義憲（元右） 、右馬助藤資能（自関白殿令申給） 、斎院長官高階為清、次官藤親実、菅原忠詮、判官藤光定、豊
原親国、主典賀茂義継、大江義廉、

































































































指示したことを明確に示す史料はない。ただし、 次にあげる 『山槐記』応保元（一一六一）年十一月十八日条史料が、そのことを考え 材料となる。
















































後蔵人天皇に「近習」する いう本来の職務どおり全員が御前に参上して「直に」上奏に関わるようにせよ、ということである。逆に言えば、 「近全不然」すなわち、最近は蔵人は全員が御前に参上していたわけではない。今後は蔵人全員に対して 直に」 わざわざ述べているので、今までは、全員が「直に」天皇に上奏をしていたわけではない。雅頼、行隆の二人に限定されていた であろう。そし そのような状態を二条天皇は良しとは考え なかった。そこで「今被復旧儀」 、すなわち今以後 本来のあり方 戻り、蔵人全員が「直に」御
第1表　後白河院への申次院司















































たために、このように蔵人全員が御前に参上し、上奏に関わる体制に戻し いのである。つまり 現在、雅頼・行隆の二人が「日来参御前」という状態について不満をもっていた。先に人事の面から見たように応保元年後半期は、前半期までの後白河の意向を受け容れていく方針をやめ、二条天皇独自の方向を打ち出す時期である。今までのように雅頼・行隆という限られた蔵人が上奏を行ってきた体制をやめたとい ことは、従来の理解とは逆に雅頼・行隆こそが後白河上皇側と目された人物であったというこ になる。二条天皇は、忠親、長方、重方など、政務に練達し人望 ある蔵人頭・ を側近に置くことで、以後、新たな自己の意志を発露していく体制を取ろうとしたのである。
　
以上のように、龍氏の解釈以降半世紀にわたって受け継がれてきた







白河の意図を二条天皇が拒否したという『源平盛衰記』の記述を史実として明確に裏付ける史料はない。しかし、平信範は家格的にも能力的にも右少弁に推挙されてもおかしくない人物である。また、平時忠は第一表に示したように藤原行隆と同時期に院の取り次ぎ院司を務めていた人物であり、後白河が行隆に続いて天皇の側近に送り込み、自分の制御の下に二条天皇を置こうとするのにふさわ い人物である。また、行隆を蔵人として押し込まれた きには拒否し かった（ きなかっ ）二条天皇も、今回は拒絶し、政務に練達した長方を右少弁に、重方を五位蔵人に任じた可能性は十分 考えられる。明確な証拠はないが、そのような要望を後白河が行い、二条がそれを拒否した蓋然性 高 。 『源平盛衰記』の当該部分の記述は えそれ 創作であったとしても、応保元年半ば頃、二条天皇が後白河上皇の意向と距離を置き始めていたというデリケートな情勢の変化を踏まえたものであった。おわりに
　
以上、検討してきたように、二条天皇と後白河院上皇の関係にとっ
























二月二六日「後白河院庁下文」 〈平安遺文三一三八号〉 ）であった。また、彼自身、 のちに 四位別当（承安四（ 一七四）年十二月十三日「後白河院庁下文」 〈平安遺文三六六六号〉 ）となっている。内・院の二者択一的色分けは適当では 。
（
4） 　





















菊池紳一「後白河院々司の構成と動向」 （ 『学習院史学』一五、 一九八〇）
（
10） 　
頭弁源雅頼は、 「雅頼虚言申不及」 ・ 「君令知食虚言之人歟」 （ 『山槐記』応
保元年十一月十九日条）とあり 頗る評判が悪い。
（
11） 　
五味文彦「天皇親政と清盛」 （人物叢書『平清盛』一九九九）
＊本稿は、二〇〇八年度名古屋学院大学研究奨励金による成果であ
る。記して謝意を表したい。
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